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木曽岬町議会だより

（6月9日～18日開催）

予算の紹介

学校給食費の免除 624万円

定額減税補足給付金の支給 2,446万円

　物価高への支援として、定額減税しきれなかった額を不足給付金として支給する費用です。

水道基本料金の免除 1,750万円

空き家対策 706万円

　エネルギーや食料品価格などの物価高騰の影響を受けている町民や事業者への支援策として、
水道基本料金を半年間免除する費用です。

　安全で便利に移動することができるために、舗装を修繕する費
用です。

町道の舗装修繕 5,089万円

　行政課題のひとつである空き家への対策として、実態調査や対
策計画を更新する費用です。

　エネルギーや食料品価格等の物価高騰影響を受けている子育て
世帯への支援として、木曽岬小学校・中学校に通う児童生徒の保
護者が負担する学校給食費を半年間免除する費用です。
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令和7年　第2回定例会

主な補正
在宅等育児支援 737万円

　在宅等で育児を行っている家庭を支援する在宅等育児支援（一時預かり利用助成や在宅育児支
援金給付、子育てリフレッシュ助成、ファミリー・サポート・センター利用助成など）を実施す
る費用です。

　町内における犯罪の発生を未然に防止し、町民の防犯意識の高揚と、安全・安心なまちづくり
の推進を図るため、この度、新たに導入した各家庭における防犯対策用品の購入・取付に対し、
その一部を支援する木曽岬町防犯対策補助金の費用です。

防犯対策補助金の導入 300万円

こども園（オムツの無償化・防犯カメラなどの設置） 335万円

　園児のオムツを無償化する費用と、こども園の安全対策として、防犯カメラや転落防止パネル
を設置する費用です。

町体育館の改修 8,942万円

　施設の老朽化により雨漏り等が生
じている町体育館の屋根や外壁を改
修する費用です。

　地域住民の命を守る消防団が使用する小型動力ポンプ付普通積
載車を購入する費用です。

消防団ポンプ車の購入 1,682万円
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こ
こ
が

聞
き
た
い

２
名
の
議
員
が

ペ
ー
ジ
数

6●
２
０
２
５
年
問
題
に
向
け
た
高
齢
者
支
援
に

　

つ
い
て ６

番
議
席  

鎌
田
鷹
介 

議
員

ペ
ー
ジ
数

5●
町
長
の
選
挙
公
約
に
つ
い
て

５
番
議
席  

古
村　

護 

議
員

≪議会放送に係る注意事項≫
この議会の放送（映像及び音声）は、木曽岬町議会の公式記録ではございません。
議会放送の映像、写真、音声、記事等の著作権は木曽岬町議会に帰属しますので、無断で複製・転用する
ことはできません。

この記事は、質問議員本人が作成した原稿を議会広報常任委員会が編集したものです。
なお、掲載文は紙面の都合で要約（約五〇〇文字）されておりますが、一般質問の議事録は木曽岬町ホー
ムページで順次ご覧いただけます。

「一般質問」とは、議員が議案とは関係なく町政全般にわたって町長等の考え方や意見を求めるものです。

町ホームページ

一般
質
問
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ここが聞きたい

一般質問
議会だより

古村　護議員5番議席

　

三
輪
町
長
は
「
全
方
位
サ
ポ
ー

ト
計
画
」
を
公
約
と
し
て
掲
げ
、

４
月
２０
日
の
木
曽
岬
町
長
選
挙
で

見
事
当
選
さ
れ
、
町
民
の
皆
様
方

の
た
め
の
町
政
を
し
っ
か
り
と
舵

取
り
を
さ
れ
、
ま
さ
に
目
的
は
た

だ
一
つ
町
の
為
に
仕
事
を
さ
れ
て

い
く
も
の
と
思
っ
て
お
り
、「
よ

り
良
く
変
わ
っ
て
い
く
木
曽
岬

町
」
に
大
き
く
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
当
選
さ
れ
て
か
ら
１

ヶ
月
余
り
が
経
過
し
、
ま
だ
ま
だ

慌
た
だ
し
く
毎
日
を
過
ご
さ
れ
て

お
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
改

め
て
、
今
後
公
約
達
成
に
向
け
町

政
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
か
れ

る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
公
約
の
中
で
、
外
国
人

な
ど
の
移
住
者
に
対
応
す
る
新
し

い
部
署
の
設
置
な
ど
が
掲
げ
ら
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
重
要
性

は
理
解
で
き
る
も
の
の
現
在
の
職

員
数
の
中
で
そ
れ
は
可
能
な
の

か
、
行
政
Ｄ
Ｘ
化
の
推
進
に
お
け

る
道
筋
と
併
せ
て
お
伺
い
し
ま

す
。

　

今
回
、
木
曽
岬
町
長
選
挙
へ
立

候
補
す
る
に
あ
た
り
、「
全
方
位

サ
ポ
ー
ト
計
画
」
と
銘
打
っ
た
公

約
を
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
子

育
て
」、「
増
や
す
」、「
交
通
」、「
防

災
防
犯
」、「
商
工
農
」、「
つ
な
ぐ
」、

「
行
政
」、「
長
寿
」
の
８
つ
の
項

目
を
掲
げ
た
も
の
で
、
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
を
全
方
位
で

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
子
育
て
」
で
は
、
保
育
園
に

お
け
る
お
む
つ
無
償
化
、
学
校
給

食
費
の
負
担
軽
減
充
、
奨
学
金
制

度
の
充
実
な
ど
、「
増
や
す
」
で
は
、

町
北
部
の
住
宅
開
発
、
木
曽
岬
干

拓
地
の
企
業
誘
致
な
ど
、「
交
通
」

で
は
、
自
主
運
行
バ
ス
の
さ
ら
な

る
進
化
、
デ
マ
ン
ド
交
通
の
検
討

な
ど
、「
防
災
・
防
犯
」
で
は
、
防

犯
グ
ッ
ズ
の
購
入
補
助
制
度
の
導

入
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
、
防
災

士
の
育
成
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
購
入

補
助
な
ど
、「
商
・
工
・
農
」
で
は
、

木
曽
岬
干
拓
地
の
さ
ら
な
る
開
発
、

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
就
農
支

援
、
ヤ
ー
ド
問
題
の
解
消
な
ど
、

「
つ
な
ぐ
」
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
を
サ
ポ
ー
ト
、
外
国
人
な
ど

移
住
者
と
自
治
会
の
サ
ポ
ー
ト
な

ど
、「
行
政
」
で
は
、
業
務
効
率

の
改
善
、
町
政
の
見
え
る
化
な
ど

を
、「
長
寿
」
で
は
、
高
齢
者
の

元
気
な
生
活
を
支
援
し
健
康
で
長

生
き
に
つ
な
が
る
取
組
み
な
ど
、

多
く
の
課
題
と
共
に
、
ま
ず
は
こ

れ
ら
を
実
現
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら

着
実
に
進
め
ま
す
。

実現可能なところから着実に進める（町長）

公約実現に向けた取組みは

答弁 質問
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高
齢
者
の
運
転
免
許
返
納
が
進

む
と
、
買
い
物
や
通
院
等
の
移
動

手
段
が
確
保
で
き
な
い
人
も
ま
す

ま
す
増
え
て
い
き
ま
す
。
特
に
自

主
運
行
バ
ス
以
外
公
共
交
通
機
関

が
な
い
本
町
は
大
き
な
問
題
で

す
。
三
輪
町
長
の
公
約
「
デ
マ
ン

ド
交
通
の
検
討
」
は
早
急
の
課
題

だ
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な

考
え
か
お
聞
き
し
ま
す
。

⑵
本
町
で
行
な
っ
て
い
る
独
居
高

齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
「
緊
急
通

報
装
置
の
設
置
」
で
す
が
、
命
を

守
る
大
変
重
要
な
取
り
組
み
で
す

の
で
１
人
で
も
多
く
の
方
に
利
用

し
て
も
ら
う
た
め
、
無
償
化
も
検

討
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
考
え
か
お
聞
き
し
ま

す
。

　
地
域
特
性
や
利
用
者
の
需
要
、

そ
の
背
景
を
し
っ
か
り
と
分
析
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
単
に

導
入
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
住
民

の
皆
様
方
に
と
っ
て
本
当
に
使
い

や
す
い
交
通
手
段
で
あ
る
か
ど
う

か
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
無
計
画
に
導
入
す

る
こ
と
は
避
け
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
合
理
的
な
判
断
を
下
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
年
度
は
、
充
分
な
検
討
時
間
を

設
け
な
が
ら
、
具
体
的
な
方
向
性

を
見
出
し
て
い
く
考
え
で
す
。

⑵
こ
の
事
業
に
ご
負
担
い
た
だ
い

て
い
る
方
は
、
一
定
程
度
の
収
入

が
あ
る
方
に
限
定
し
て
ま
す
の
で
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
応
分
の
負
担
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
完
全
に
無

償
化
す
る
こ
と
は
予
定
し
て
い
ま

せ
ん
。

具体的な方向性を見出していく考えです（町長）

質問

鎌田鷹介議員6番議席

デマンド交通は早急の課題では？

これからの高齢者支援は？
答弁

緊急通報装置は現在20名の方が
利用されています！

今後、
ますま

す

需要が
増えて

いきま
す！



7
令和7年8月1日発行
木曽岬町議会だより

議会日誌

９日●小中学校入学式
　　　（議長・副議長・教育民生常任委員長）
10日●こども園入園式（議長）
11日●例月出納検査（監査委員）
14日●北勢５町議会議長会総会（議長）
20日●町議会議員選挙
28日●桑名員弁広域連合監査（副議長）

13日●例月出納検査（監査委員）
　　●議員懇談会・打合せ会
19日●臨時会
　　●新議員研修会（新議員）
20日●正副議長あいさつ回り（議長・副議長）
21日●商工会総会（議長）
23日●青少年育成町民会議総会（議長）
26日●桑名広域清掃臨時会（議長）
　　●桑名・員弁広域連合臨時会（副議長）
27日●町村議会議長会研修会（議長・副議長）
28日●全員協議会
　　●議員懇談会
31日●木曽岬小学校運動会

2025 月4 2025 月6
３日●議会運営委員会
５日●桑名地域生活安全協会総会（議長）
８日●神宮式年遷宮御樋代木奉迎送行事（議長）
９日●定例会（開会日）
　　●議員懇談会
10日●例月出納検査（監査委員）
12日●防犯委員会（防犯委員）
13日●定例会（一般質問日）
18日●定例会（閉会日）、行政視察
25日●議会広報常任委員会
　　●議員懇談会
26日●桑名・員弁広域連合監査（副議長）

３日●木曽三川（下流改修工事促進・公園建設促進下
　　　流域）期成同盟会通常総会（議長）
８日●議会広報常任委員会

2025 月5

2025 月7

合計（交付確定額）

調査研究費

広報広聴費

資料購入費

後藤紀子項 目 議員名 古村　護 鎌田鷹介 加藤眞人 伊藤　守 伊藤好博三輪一雅

0

0

0

0

26,400

0

0

26,400

117,580

2,860

44,720

70,000

－

－

－

－

10,000

0

10,000

0

0

0

0

0

0

0

0

0

－

－

－

－

服部芙二夫

政
務
活
動
費

令和6年度 木曽岬町議会政務活動費

注）政務活動費交付申請書の提出がない場合は、「－」で標記しています。

項目

調査研究費
議員が行う町の事務及び地方行財
政に関する調査研究並びに調査委
託に要する経費

資料購入費 政務活動のための図書、資料の購
入等に要する経費

広報、広聴費

・町政報告及び政務活動報告などの広報誌発刊に係る経費
　（印刷製本費、発送代、新聞折込料）

・報告会のための会場借上料、研修会への参加費
　（旅費は、調査研究費に準ずる。）

・公共機関が利用できない場合のタクシー代
　（路線バスがないなどの明確な理由が必要）

・公共機関の交通費

・施設入館料（観光と思われるような施設利用は認められない。）
・セミナー受講料（行財政に関わるもの）

・図書全般（雑誌含む。）
・有料データベース利用料（明確な政治目的が必要）

・国内に限る

議員が行う活動又は町政について
住民に報告するために要する経費
及び議員の活動又は町政に対する
住民からの要望や意見の聴取、住
民相談等の活動に要する経費

内容 支出経費
◆政務活動費の内訳（経費項目等）
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幼虫が
桜の幹を食い荒らして、

桜を枯らして
しまうんだ

議 員ト ピ ツ ク ス

行 政 視 察

　6月18日の定例会閉会後に行政視察を実施しました。

　開業10年の 「木曽岬メガソーラー」では、想定年間発電量を上回る発電がされてい

るとのことで、再生可能エネルギーが地球温暖化に寄与していると感じました。また、

地域貢献事業として、町内防犯灯のLED化や増設に続き、今年度からは小学校の蛍光

灯をLEDに更新していただけます。

　「町道鍋田川線桜並木等害虫防除業務」では、桜の枯死・倒木につながるクビアカツ

ヤカミキリによる食害に対する防除の説明を受け、町の木であり、春の風物詩である

「桜」を後世に残すためにも重要な取り組みであると感じました。

【木曽岬メガソーラー事業概要】

●敷地面積：78ha
●最大出力：49,155kW
●想定年間発電量：5,200万kWh ／年

【町道鍋田川線桜並木等害虫防除業務事業概要】

●毎木調査・カルテ作成・薬剤噴霧・樹幹散布・樹幹注入
●事業費：610万円

木曽岬メガソーラー 町道鍋田川線桜並木等害虫防除業務

体長 2～4㎝
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各議案の賛否

　審議の内容は、木曽岬町議会会議録（福祉・教育センター２階、議会図書室にて公表）でご覧いただけます。
　また、役場ホームページでも議事録を順次公開しております。

第２回定例会議案等の審議結果です。
　●第２回定例会審議結果　・・・　全議案全会一致で可決。

編
　 

後
記

集
　

議
員
２
名
が
入
れ
替
わ
り
新
体
制
と

な
り
ま
し
た
。

　

町
議
会
に
新
し
い
風
が
吹
き
込
ん
で

き
ま
し
た
の
で
、
今
後
も
ぜ
ひ
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

　

新
人
議
員
の
意
見
も
取
り
込
み
、
ま

す
ま
す
読
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、
新
町
長
の

答
弁
に
も
注
目
し
て
お
読
み
い
た
だ
く

と
よ
り
一
層
楽
し
め
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
第
１
２
４
号
の
議
会
だ
よ
り

を
お
届
け
し
ま
す
。

　

紙
面
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

議
会
広
報
常
任
委
員
会
一
同

議会をぜひ、傍聴にきてください。
　議会は、どなたでも傍聴することができます。皆様の生活に直結
した重要な問題が審議されます。お気軽にお越しください。
　本会議の当日、議場入口で傍聴の受付をしています。

※日程は変更となる可能性がありますので、町ホームページでの確認または
　議会事務局までお問い合わせください。

みなさまのご意見を
募集しています。

　議会に対して、普段、感じていること、疑問に
思うこと。また、要望など、どのような内容でも結
構です。ご意見、ご質問をお寄せください。

提 出 先

議会広報常任委員会（議会事務局）

E-mail：gikai@town.kisosaki.mie.jp

TEL68-6108
FAX66-3111

次回、9月定例会、本会議の予定です。
●9月　1日㈪　午前9時　 開会、議案上程
●9月　4日㈭　午前9時　 教育民生常任委員会
●9月　8日㈪　午前9時　 総務建設常任委員会
●9月10日㈬　午前9時　 一般質問
●9月16日㈫　午前9時　 議案採決、閉会

傍聴者 声の

定例会を傍聴して頂きありがとうございました。第２回定例会を傍聴された方は６名でした。
毎回、定例会では傍聴アンケートをお願いし、議会運営の参考とさせていただいております。
今後ともご理解ご協力をお願いいたします。

●もう少し言葉をはっきりと傍聴席に聞こえるように。
　○マイクが古く感度が悪いことから、改修を行う予定です。
　　よりはっきりと話すように努めます。
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L. 124
き
そ
さ
き

の

表紙（裏表紙）は、議員撮影の写真です。
撮 影 者：後藤紀子議員
撮影場所：源緑輪中
議員からひとこと：春から夏にかけての木曽岬の景色が大好きで、
　　　　　　　　　毎年写真に残しています。


